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2006 年版業績 
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B 邦文 

B-a 
1.  濱本知之, 吉田昇平, 濱田久男, 能勢誠一, 中嶋幹郎, 一川暢宏, 佐々木均：心臓血管外科病棟におけるワルファリ 

ンとその併用薬の使用状況に関する調査．日本病院薬剤師会雑誌 42: 655-658, 2006 
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3.  和田光弘, Theilman GD, Byrd HJ, 中嶋弥穂子, 大脇裕一, 鍋島俊隆, 中島憲一郎：ミシシッピ大学薬学部 Doctor of 

  Pharmacy（Pharm. D.）コースにおける Problem‐based learning（PBL）の調査研究－日本の薬学教育への導入にお 
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社会活動 

氏 名 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

中 嶋 幹 郎 評議員 日本医療薬学会 

中 嶋 幹 郎 評議員 日本 TDM 学会 

中 嶋 幹 郎 実務実習に関する委員会委員 長崎県薬剤師会 
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外部資金獲得状況(共同研究を含む) 

氏名・職 外 部 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

中嶋幹郎・教授 科学技術振興機構（JST） 分担 先端計測分析技術・機器開発事業（要素技

術プログラム）「薬物・医療スクリーニン

グを目指したオンチップ・セロミクス計測

技術の開発」 

 
その他 
非常勤講師・新聞等に掲載された活動 

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日 活動内容の概要と社会との関連 

中嶋幹郎・教授 非常勤講師（行動科学）   長崎歯科衛生士専門学校 

 
 
 
 
 
 
 
 
 


